
科目名称   グローバルスタディーズⅡ 
（担当教員名：須田康之，小田俊明，大関達也，菅井三実，石倉健二，喜多村明里，坂口真康） 

課  程 ：学部 開講時期 ：後期 

授業形態 ：講義・演習 授業規模 ：30人以下 

インタビュー対象教員名   須田康之・菅井三実 

（実施日時：令和 5年 7月 14日（金）10:40～11:30 ； 実施場所：副学長室 

令和 5年 7月 11日（火）13:10～14:00 ； 実施場所：言語棟 218 室） 

インタビュー対象受講者名  生田莉子・佐藤希洸・古本杏奈 

（実施日時：令和 5年 8月 25日（金）14:40～15:00 ； 実施場所：言語棟 620室） 

選定理由 

本授業では、グローバルな視野から自らの教育観を相対化することを目標としている。そのために諸

外国の社会と教育に目を向け、諸外国の教育事情を知ることで、自らの教育観を広げていくことを期待

している。この目標を達成すべく各国に精通する教員がそれぞれ個性豊かな授業を展開し、受講者も授

業内容に対して興味を持ち次第に主体的に参加していく様子をうかがうことができたため。 

【担当教員へのインタビュー】 

教育は様々な文化を背景に成り立っており、その国の教育はどういう形でできあがっているかを考え

ることで、グローバルな視野を身につけてほしい。授業では、海外青年協力隊や海外の大学の教授や現地

の方からのお話など現地の教育を身近に感じることを大切にしている。そうすることで、日本との違い

を感じ、日本の教育についてより一層考えることになる。そこから課題に即したディスカッション等を

行っていくことで、より深い学びへとつなげてほしい。（須田教授） 

担当教員として、学生が海外に内向きだったこともあり、もっと外に目を開いてほしいという思いが

ある。本授業では、その国に精通している教員の目を通して、できるだけ広い観点からその国を伝えるこ

とで受講者に外国を身近に感じてほしいと考えている。そのための工夫として、一般的なことと個別的

なことを意識して話している。個別的なこととは、教員自身が感じたことやその人でなければ分からな

い魅力など、その人ならではの感じ方を受講生に伝えることを大切にしている。（菅井教授） 

【受講者へのインタビュー】 

 教員の先生方の実体験を聞いていると、自分がその場にいるような気持ちになり、課題について深く

考えることができた。特に日本との違いというのは考えさせられた。例えば、フィンランドはこれまでい

いイメージだったけれど、いま数学が苦手な人が増え、結果、医者が減り、隣国から呼ばないといけない

ということを知り、良いところだけでないことを実感し、多面的に捉える大切さも学ぶことができた。 

インタビューを通して、他にもモンゴル・ベトナム・中国・ドイツと印象に残った具体的な話が次々と

出てきた。教員の工夫された授業テーマに、受講生が受け身になって話を聞くのではなく、主体性が喚起

されたからこそ、具体的な話が数多く出てくるのだろうと感じた。また、授業後には質問したいことが

多々生まれ、長い時間をとって答えていただいたという話もあった。教員と受講者が積極的にコミュニ

ケーションを取り、より高まりたいと考えていたことも感じられた。 

【総括】  

教授のお二人に共通している想いが「外国を身近に」という点である。その点を意識して授業されてい
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ることが、受講者アンケートに「それぞれの（国の）特徴や文化などの知識を得ることができた」「世界

の様々な国の教育事情を知ることができる非常に学びのある授業」と教員方の想いが反映されているこ

とからも分かる。 

また、教員からのメッセージとして「教職に就くうえで、日本国内だけでなくグローバルな視点

や興味関心をもつことは、新しい発見や体験につながり大きな学びになる。魅力的な人となる。そ

れは結果的に児童生徒たちへの新たな種となって広がっていく。前向きに楽しく外国について学ん

でいく機会としてほしい。」とあった。教員方のこの思いは受講者に伝わっており、インタビュー内

で「わたしは視野が狭くて広げたいと思っていて、この授業で自分の視野が広くなるのを感じまし

た。」と話していたことからも分かる。本授業は、教員の思いが受講者に届き、それに呼応するよう

に受講者がより一層学び高まろうとするクラスだと考え、ベストクラスに推薦する。 


